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侵略戦争を正当化する靖国神社参拝は許されない 

 小泉首相は、８月１５日、終戦記念日に靖国神社

への参拝を強行しました。総理大臣の靖国参拝の問

題について記してみます。 
  
小泉首相は、“２度と戦争をおこしてはな

らない”という気持ちで靖国神社に参拝した

といいますが、これほど世界の世論に反する

ことはありません。そもそも靖国神社は、戦

没者の純粋な追悼の場所ではありません。

「日本の戦争は、アジア解放の戦争であり、

正しかった」といって過去の侵略戦争を「正

しい戦争」と宣伝するセンターになっていま

す。神社内にある遊就館は侵略戦争をほめた

たえる展示物が多数並べてある軍事博物館

です。こうした神社を、国政の最高責任者が

参拝することは、過去の侵略戦争は正しかっ

たという神社の歴史観を、政府が認めること

にほかなりません。それは、侵略戦争の反省

の上に築かれた今日の国際秩序に背を向け

るものです。だからこそ、中国や韓国だけで

なく、欧米諸国からも批判の声が上がってい

るのです。 
 小泉首相は、靖国参拝は、自分が「公約」

したことだからと居直っています。しかし、

この「公約」とは国民への公約ではなく、「侵

略戦争は正しかった」という靖国神社の考え

にたつ一部の人々への「公約」にすぎません。

日本の国益を犠牲にしてはばからない首相

の態度は、国政の最高責任者として許されま

せん。 
 小泉首相の無責任な立場を正すことが出

来なかった自民党は、政権党としての資質を

厳しく問われています。だれが次期首相にな

ろうとも日本の外交のこの異常な誤りをす

みやかに是正し、靖国参拝を中止することが

求められています。 
 小泉首相は「２度と戦争をおこしてはいけ

ない」などといっていますが、実際にやって

いることは、まったく正反対なことばかりで

はないでしょうか。自民党、公明党は、憲法

９条を改悪して、日本を海外で戦争をする国

につくりかえる動きを強めています。教育基

本法を改定し、子どもたちに愛国心を強制し、

教育内容にまで国が介入しようとしていま

す。これでは、戦前への逆戻りではないでし

ょうか。日本が引き起こした、アジア・太平

洋戦争では、２千万人以上のアジアの人びと

と、３百万人以上の日本国民の尊い命を奪い

ました。子どもたちに“お国のためには命を

すてよ”と教えこみ、若者たちを侵略戦争に

かりたてたのです。この反省にたって、〝２

度と戦争はしない世界に〟と誓ったのが日

本国憲法であり、憲法の理念を大切にする人

間を育てようというのが教育基本法です。 
 最後に、日本共産党は、戦前から、「侵略

戦争反対」を貫いてきた政党として、侵略戦

争を正当化するあらゆるくわだてに反対を

します。 
 いま、世界の流れは、武力には武力をとい

う時代から、徹底した外交努力や話し合いで

平和の国際秩序をつくろうという方向に大

きく変化しています。いまこそ、憲法や教育

基本法の理念が生かされるよう力をあわせ

るときではないでしょうか。 
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演劇「ＴＨＥ ＷＩＮＤＳ ＯＦ ＧＯＤ」のご紹介 
８月 13 日付「しんぶん赤旗」日曜版で、紹介されたのをご存知でしょうか。東海文化センターで、東京の劇団「シ

アター青芸」がこの題材をもとに上演している同題名の演劇が、10 月１日（日）午後２時から公演予定となっています。

チケットも販売中です。命の尊さ、平和であることの大切さ、ご一緒に考えるためにぜひ鑑賞してみませんか。 

 

しんぶん赤旗 日刊紙月２９００円 
       日曜版月 ８００円 

＊ご家族みんなで楽しめ、社会の動きがよくわかります。ぜひご購読ください。 
バックナンバーは、日本共産党茨城北部地区委員会のホームページでお読みいただけます。 

http://www.jcp-net.jp/ibahoku/toukai/oona/ 


